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労
働
側
は
政
策
要
求
実
現
、
非
正
規
へ
の
関
与
、
銘
柄
別
賃
金
の
開
示
な
ど
で
新
基
軸

　

二
〇
一
〇
春
闘
は
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後

の
急
激
な
景
気
後
退
に
曙
光
が
差
し
こ
む
一

方
、
デ
フ
レ
脱
却
が
見
通
せ
ず
、
雇
用
情
勢

も
過
去
最
悪
の
水
準
と
い
う
、
厳
し
い
経
済

環
境
下
で
展
開
し
た
。

　

三
月
一
七
日
に
自
動
車
、
電
機
、
鉄
鋼
な

ど
の
集
中
回
答
日
を
迎
え
、
大
手
企
業
の
回

答
が
出
揃
い
、組
合
要
求
通
り
の
定
期
昇
給
・

賃
金
（
体
系
）
カ
ー
ブ
を
維
持
し
、
一
時
金

も
前
年
実
績
を
上
回
る
回
答
が
目
立
っ
た
。

　

今
季
交
渉
で
連
合
や
金
属
労
協
は
、
こ
こ

一
〇
年
来
続
く
、
賃
金
水
準
の
低
下
傾
向
に

歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
を
最
大
の
眼
目
と
し

た
。
そ
し
て
、
デ
フ
レ
経
済
下
と
い
う
環
境

条
件
も
踏
ま
え
、
統
一
的
な
ベ
ア
や
賃
金
改

善
要
求
は
掲
げ
ず
、
賃
金
に
つ
い
て
は
、
定

昇
、
賃
金
カ
ー
ブ
維
持
の
確
保
を
至
上
命
題

に
取
り
組
ん
だ
。
そ
し
て
、
昨
年
大
幅
に
も

落
ち
込
ん
だ
一
時
金
に
つ
い
て
は
、
昨
年
獲

得
実
績
以
上
の
方
針
で
臨
ん
だ
。

　

ま
た
、
組
合
員
だ
け
で
な
く
、
職
場
に
働

く
非
正
規
労
働
者
を
含
む
「
す
べ
て
の
労
働

者
の
処
遇
改
善
」
に
取
り
組
む
こ
と
を
打
ち

出
し
、
非
正
規
労
働
者
へ
の
関
与
の
ハ
ー
ド

ル
を
一
段
引
き
上
げ
た
。
さ
ら
に
連
合
は
、

今
年
初
め
て
、
産
別
が
持
ち
寄
っ
た
職
種
別

代
表
銘
柄
の
賃
金
デ
ー
タ
を
始
め
て
公
表
し

た
。
今
後
は
こ
の
精
度
を
高
め
、
同
一
職
種

銘
柄
で
の
賃
金
の
平
準
化
や
正
規
と
非
正
規

の
均
等
・
均
衡
処
遇
の
指
標
と
し
て
活
用
し
、

同
一
価
値
労
働
同
一
賃
金
へ
の
道
筋
に
結
び

付
け
て
い
く
意
向
だ
。

　

そ
し
て
、
民
主
党
最
大
の
支
持
団
体
で
あ

る
連
合
は
、
昨
夏
の
政
権
交
代
を
踏
ま
え
、

今
季
闘
争
を
「
労
働
条
件
改
善
」
と
「
制
度

政
策
要
求
実
現
」
を
車
の
両
輪
と
し
て
取
り

組
む
と
宣
言
。
経
済
面
は
逆
風
な
が
ら
政
治

情
勢
に
お
け
る
追
い
風
を
最
大
限
活
用
す
る

戦
略
図
を
描
い
た
。

大
手
の
大
多
数
は
カ
ー
ブ
維
持
、

一
時
金
は
増
額
基
調
に

　

三
月
一
七
日
の
金
属
集
中
回
答
を
受
け
て

会
見
し
た
金
属
労
協
の
西
原
浩
一
郎
議
長

（
自
動
車
総
連
会
長
）
は
、
す
べ
て
の
大
手

労
組
が
要
求
通
り
定
昇
カ
ー
ブ
維
持
分
を
確

保
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、「
精
一
杯
ぎ
り
ぎ
り

の
交
渉
を
行
っ
た
結
果
、
働
く
者
の
生
活
と

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持
し
う
る
回
答
を
引

き
出
せ
た
。
賃
金
カ
ー
ブ
維
持
分
確
保
は
、

人
事
処
遇
制
度
の
根
幹
に
か
か
わ
る
も
の
で
、

一
歩
も
譲
れ
な
い
と
し
て
交
渉
に
臨
み
、
確

保
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
一
時
金
の
交
渉
は

業
績
回
復
に
バ
ラ
ツ
キ
が
あ
り
、
厳
し
か
っ

た
が
、
粘
り
強
い
交
渉
で
結
果
が
出
せ
た
。

金
属
部
門
と
し
て
、
労
働
者
全
体
に
波
及
さ

せ
る
と
い
う
課
せ
ら
れ
た
役
割
を
果
た
せ

た
」
と
評
価
し
た
。
ま
た
、
連
合
の
古
賀
伸

明
会
長
も
記
者
会
見
で
、「
先
行
き
が
厳
し
い

中
の
交
渉
で
、
要
求
に
沿
っ
た
回
答
を
引
き

出
し
た
こ
と
を
評
価
す
る
」
と
し
な
が
ら
、

「
今
後
の
交
渉
で
、中
小
を
含
め
、賃
金
カ
ー

ブ
維
持
の
方
針
を
貫
け
る
か
が
重
要
だ
」
と

の
見
解
を
示
し
た
。

　

一
方
、
日
本
経
団
連
の
御
手
洗
冨
士
夫
会

長
は
同
日
、「
今
年
の
春
季
労
使
交
渉
は
、
多

く
の
労
働
組
合
が
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
や
賃
金
改

善
要
求
を
見
送
り
、
賃
金
よ
り
も
雇
用
重
視

の
流
れ
が
鮮
明
に
な
っ
て
い
る
。
本
日
の
回

答
を
み
る
と
、
賃
金
に
関
し
て
は
、
定
期
昇

給
の
実
施
や
、
賃
金
体
系
維
持
と
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
、
経
営
側
と
し
て
、
厳
し
い
経

済
環
境
が
続
く
中
、
雇
用
維
持
を
最
優
先
と

し
な
が
ら
、
従
業
員
の
頑
張
り
に
応
え
る
べ

く
、
配
慮
し
た
結
果
で
あ
る
と
い
え
る
。
他

方
、
賞
与
・
一
時
金
に
つ
い
て
は
、
企
業
業

績
を
反
映
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
今
後

も
引
き
続
き
、
多
く
の
企
業
で
交
渉
が
行
な

わ
れ
る
。
労
使
が
互
い
の
意
見
を
尊
重
し
な

が
ら
十
分
に
話
し
合
い
、
自
社
に
適
し
た
着

地
点
を
見
つ
け
て
い
た
だ
き
た
い
」
な
ど
と

す
る
コ
メ
ン
ト
を
発
表
し
た
。

　

大
手
労
使
の
交
渉
が
収
束
後
、
三
月
下
旬

か
ら
四
月
に
か
け
て
は
、
中
堅
・
中
小
企
業

の
労
使
交
渉
が
本
格
化
す
る
。
ま
た
、
非
正

規
雇
用
関
係
に
取
り
組
む
組
合
数
が
大
幅
に

増
え
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
結
果
の
全
体
像

は
ま
だ
見
え
て
い
な
い
。

定
昇
込
み
賃
上
げ
五
一
八
六
円

（
連
合
集
計
）

　

連
合
の
集
計
に
よ
る
と
、
三
月
三
〇
日
現

在
で
回
答
を
引
き
出
し
た
の
は
一
四
二
七
組

合
（
組
合
員
数
約
一
五
四
万
人
）。
う
ち
平

均
賃
金
方
式
で
交
渉
し
た
一
一
九
六
組
合

（
同
約
一
二
九
万
人
）
の
定
期
昇
給
を
含
む

賃
金
引
き
上
げ
の
平
均
額
は
五
一
八
六
円
、

率
で
一
・
七
六
％
と
な
っ
た
。
昨
年
同
時
期

（
三
月
二
八
日
集
計
）
と
比
べ
る
と
、
額
で

一
七
七
円
、率
で
〇
・
〇
三
ポ
イ
ン
ト
下
回
っ

て
い
る
。
こ
れ
を
昨
年
と
比
較
で
き
る
同
一

組
合
（
九
四
〇
組
合
）
で
み
る
と
、
平
均
賃

上
げ
額
は
五
二
四
八
円
（
一
・
七
八
％
）
で
、

昨
年
実
績
（
五
二
九
三
円
、
一
・
七
九
％
）

を
わ
ず
か
に
下
回
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

定
昇
維
持
で
決
着
、
一
時
金
は
水
準
回
復
へ

〈
特
別
企
画
２
〉
２
０
１
０
春
闘
レ
ポ
ー
ト
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ま
た
、
全
労
連
加
盟
の
産
別
な
ど
で
構
成

す
る
国
民
春
闘
共
闘
が
三
月
二
五
日
現
在
で

発
表
し
た
回
答
集
計
に
よ
る
と
、
回
答
を
引

き
出
し
た
二
〇
二
組
合
の
賃
金
引
き
上
げ
額

（
単
純
平
均
）は
五
二
五
二
円（
一
・
六
六
％
）

で
、
前
年
同
期
と
ほ
ぼ
同
じ
水
準
と
な
っ
て

い
る
。

　

一
方
、
日
本
経
団
連
が
三
月
二
九
日
に
ま

と
め
た
大
手
企
業
の
春
季
労
使
交
渉
の
第
一

回
集
計
に
よ
る
と
、
一
一
業
種
四
三
社
の
回

答
・
妥
結
額
は
六
一
六
五
円
と
な
り
、
前
年

同
期
と
比
べ
て
率
で
一
・
八
九
％
、
額
で
三

五
〇
円
そ
れ
ぞ
れ
増
加
し
た
。
こ
れ
を
製
造

業
に
限
定
す
る
と
、
製
造
業
三
九
社
の
賃
上

げ
額
は
六
二
六
六
円
。
前
年
同
期
（
四
五
社

の
集
計
）
と
比
べ
る
と
、
額
で
五
七
一
円
、

率
で
〇
・
二
ポ
イ
ン
ト
上
回
っ
て
お
り
、
昨

春
以
降
、
業
績
が
急
落
し
、
底
ば
い
し
て
い

た
製
造
業
の
業
績
復
調
を
示
し
て
い
る
も
の

と
い
え
る
。

　

年
間
一
時
金
の
回
答
も
、
押
し
並
べ
て
昨

年
を
上
回
っ
て
い
る
。
連
合
が
三
月
三
〇
日

時
点
で
、
今
季
交
渉
に
合
わ
せ
て
年
間
一
時

金
の
回
答
を
受
け
た
六
六
一
組
合
の
平
均
月

数
は
四
・
五
四
カ
月
と
な
り
、
昨
年
と
比
較

で
き
る
同
一
組
合
と
の
対
比
で
は
、
前
年
実

績
を
〇
・
一
七
カ
月
上
回
っ
て
い
る
。
ま
た
、

額
回
答
を
受
け
た
三
一
二
組
合
の
加
重
平
均

は
一
四
〇
万
三
四
五
八
円
で
、
昨
年
よ
り
三

万
四
四
〇
五
円
の
増
額
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
結
果
に
つ
い
て
、
連
合
の
團
野

久
茂
副
事
務
局
長
は
、「
闘
争
方
針
に
掲
げ
た

全
産
業
平
均
で
、
賃
金
構
造
基
本
統
計
調
査

か
ら
分
析
し
た
一
歳
一
年
間
差
の
五
〇
〇
〇

円
は
ク
リ
ア
し
て
い
る
。
ま
た
、
ほ
と
ん
ど

が
賃
金
カ
ー
ブ
維
持
分
を
確
保
し
た
。
一
時

金
の
回
答
月
数
が
上
が
り
、
水
準
を
確
保
し

た
こ
と
は
喜
ば
し
い
が
、
経
営
側
が
一
時
金

へ
の
シ
フ
ト
を
強
め
、
労
務
費
の
変
動
費
化

が
さ
ら
に
進
ん
で
い
る
こ
と
に
課
題
が
あ

る
」
な
ど
と
分
析
し
て
い
る
。

産
業
別
の
交
渉
動
向

〈
自
動
車
〉 

一
時
金
で
は
業
績
回
復

の
差
で
ば
ら
つ
き
も

　

自
動
車
総
連
傘
下
の
メ
ー
カ
ー
組
合
の
大

半
は
、
五
年
ぶ
り
に
ベ
ア
な
ど
の
賃
金
改
善

要
求
を
見
送
っ
た
。
し
か
し
、
交
渉
に
入
る

と
経
営
側
か
ら
は
定
昇
分
も
実
施
で
き
な
い

と
の
発
言
が
出
る
な
ど
、
交
渉
は
難
航
し
た
。

最
終
盤
で
組
合
は
「
賃
金
カ
ー
ブ
維
持
分
の

原
資
一
〇
〇
％
確
保
」
と
腹
固
め
し
た
。
そ

の
結
果
、
一
七
日
の
回
答
指
定
日
に
経
営
側

か
ら
は
「
賃
金
カ
ー
ブ
維
持
」
と
の
回
答
が

示
さ
れ
、
決
着
し
た
。
一
方
、
年
間
一
時
金

に
つ
い
て
は
、労
組
が
「
水
準
回
復
」
と
「
満

額
獲
得
」
を
主
張
し
た
も
の
の
、
経
済
危
機

以
降
の
業
績
回
復
の
差
を
反
映
し
て
、
バ
ラ

つ
き
が
目
立
つ
結
果
と
な
っ
た
。

　

交
渉
の
中
で
経
営
側
は
、
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
以
降
、
一
時
帰
休
な
ど
の
諸
施
策

を
受
け
入
れ
て
き
た
組
合
員
の
強
力
に
は
理

解
を
示
し
な
が
ら
も
、
先
行
き
の
不
透
明
さ

や
国
際
競
争
の
激
化
を
理
由
に
、「
賃
金
カ
ー

ブ
維
持
は
約
束
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
」「
企

業
の
収
益
や
今
後
の
見
通
し
か
ら
、
か
け
離

れ
た
一
時
金
要
求
で
あ
る
」
な
ど
と
主
張
。

交
渉
は
最
終
盤
ま
で
予
断
を
許
さ
な
い
展
開

と
な
っ
た
。
一
七
日
の
回
答
日
に
は
、
カ
ー

ブ
維
持
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
の
要
求
を
盛
り
込

ん
だ
ダ
イ
ハ
ツ
（
一
五
〇
〇
円
）
や
富
士
重

工
（
一
〇
〇
〇
円
）
の
組
合
に
対
し
て
も
「
ゼ

ロ
回
答
」
が
示
さ
れ
、
す
べ
て
の
メ
ー
カ
ー

で
、「
賃
金
制
度
・
体
系
維
持
」「
定
期
昇
給
分
」

で
収
束
し
た
。

　

各
社
の
カ
ー
ブ
維
持
の
内
容
を
み
る
と
、

ト
ヨ
タ
は
前
年
同
額
の
七
一
〇
〇
円
、
日
産

は
定
昇
と
賃
金
改
善
分
を
分
け
て
要
求
し
て

連合構成組織の賃金カーブ維持分
2010 年 3 月 31 日現在

産別名 賃金カーブ維持分

金
属

自動車総連 賃金カーブ維持分のメーカー 11 組合平均
5,855 円
注：上記は賃上げ要求を行っていない組合の
推計値を含めた平均値（単純平均）

電機連合 「2009年度賃金実態調査」による「高卒技能職」
の 34 歳標準労働者と 35 歳標準労働者の間の
賃金格差（推計値）
〔（注）この賃金格差（34 歳から 35 歳への 1
年 1歳ピッチ）は、いわゆる「定昇（相当分）」
だけでなく、昇格昇給要素など様々な要素に
よる賃金上昇分を含むものである。〕

中闘 14 組合平均　　5,500 円

基幹労連
（鉄鋼部門）

総合 4組合定期昇給額
3,700 円

（船重部門） 総合 7組合定期昇給額
6,000 円

（非鉄部門） 総合 4組合定期昇給額（総合 4組合単純平均）
4,263 円

JAM 賃金構造維持分　598 単組　　5,859 円

全電線 主要6組合の賃金カーブ維持分　　5,318 円
（主要6組合単純平均）

化
学
・
食
品
・
製
造
等

UI ゼンセン同盟 3/29 現在　妥結 320 組合中、賃金制度が明確
な 138 組合の体系維持原資（加重平均）
5,005 円（1.71％）

セラミックス連合 （主要6組合　平均）
5,014 円

フード連合 1歳 1年間差額平均 5,730 円（1.97％）
（注）個人別賃金実態調査 110 組合の基準内
賃金の 18 歳～59歳までの 1歳 1 年間差額平均
の回帰分析値。（基本賃金以外の役職手当や家
族手当、昇格昇級等も含まれる）

印刷労連 高卒生産部門　4,508 円
18 歳から 45 歳における基本賃金の1歳間格差
大卒　4,755 円
22 歳から 45 歳における基本賃金の1歳間格差
※ 2009 賃上げ後の総計

流
通
・
サ
ー
ビ
ス
・
金
融

サービス・流通連合 ○3月 29 日現在　　（67 組織平均）
定昇維持分　　単純平均　3,653 円　（1.30％）
　　　　　　　加重平均　4,506 円　（1.45％）
　　　　　　　　　　　　　　※自動昇給分

イ
ン
フ
ラ
・
公
益

電力総連 主要 13 組合の定期昇給相当分
5,482 円
注：主要 13 組合の定期昇給相当分、単純平均

情報労連 通信7社・単純平均　6,500 円
情報サービス3社・単純平均　6,400 円

交
通
・
運
輸

私鉄総連 2009 年賃金改善 5,224 円（大手組合の加重平
均一部除く）

運輸労連

交通労連
（トラック部会）

定昇相当分 2,293 円
注：両組織 32 組合のうち定昇制度（相当分を
含む）のある運輸労連10組合と交通労連トラッ
ク部会 12 組合の単純平均

JR総連 定昇相当（賃金カーブ維持）分
　主要組合（平均）　　　　5,700 円（2％）　
　グループ労組（平均）　　 4,000 円（2％）
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い
な
い
が
、
平
均
賃
金
改
定
額
と
し
て
昨
年

よ
り
一
〇
〇
〇
円
増
の
七
〇
〇
〇
円
を
要
求

し
、
六
二
〇
〇
円
の
回
答
を
受
け
た
。
昨
年

実
績
を
二
〇
〇
円
上
回
っ
て
い
る
が
、
こ
の

原
資
は
二
〇
代
を
中
心
に
配
分
す
る
考
え
だ
。

本
田
技
研
、
三
菱
自
工
、
マ
ツ
ダ
、
ヤ
マ
ハ

発
動
機
は
、
定
昇
相
当
分
等
を
労
使
で
確
認

し
て
い
る
た
め
、
今
回
、
交
渉
事
項
に
な
っ

て
い
な
い
。

　

昨
年
は
需
要
の
急
激
な
低
下
が
あ
り
、
自

動
車
総
連
傘
下
（
約
一
一
〇
〇
組
合
）
の
う

ち
約
二
二
〇
組
合
で
賃
金
カ
ー
ブ
割
れ
で
の

決
着
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
実
態
を
踏
ま
え

つ
つ
、
規
模
間
・
業
種
間
の
格
差
是
正
の
観

点
か
ら
、
今
年
は
車
体
や
販
売
を
中
心
に
現

段
階
で
五
二
九
組
合
が
賃
金
改
善
要
求
を
盛

り
込
ん
で
い
る
。

　

年
間
一
時
金
に
つ
い
て
は
、
本
田
が
組
合

要
求
通
り
の
満
額
回
答
で
前
年
比
〇
・
七
カ

月
増
の
五
・
七
カ
月
、
日
産
が
〇
・
八
カ
月

増
の
五
・
〇
カ
月
と
な
り
年
間
五
カ
月
を
確

保
。
交
渉
の
最
中
に
、
大
規
模
な
リ
コ
ー
ル

問
題
が
発
生
し
、
さ
ら
に
二
期
連
続
の
営
業

赤
字
を
見
込
む
ト
ヨ
タ
は
、
前
年
実
績
を
四

万
円
下
回
っ
た
が
五
・
〇
カ
月
プ
ラ
ス
六
万

円
と
五
カ
月
で
合
意
し
た
。
ス
ズ
キ
、
富
士

重
工
、
マ
ツ
ダ
の
組
合
な
ど
も
五
カ
月
台
乗

せ
を
目
指
し
た
が
、
届
か
な
か
っ
た
。
一
方
、

ダ
イ
ハ
ツ
は
前
年
実
績
マ
イ
ナ
ス
〇
・
二
カ

月
の
四
・
八
カ
月
、
ま
た
、
ヤ
マ
ハ
は
前
年

の
四
・
八
カ
月
か
ら
三
・
七
カ
月
プ
ラ
ス
四

万
円
と
大
幅
に
下
げ
、
四
カ
月
台
を
割
り
込

む
な
ど
、
業
績
回
復
の
差
が
回
答
に
反
映
さ

れ
た
。

　

ま
た
、
今
季
交
渉
で
自
動
車
総
連
は
、
企

業
内
最
低
賃
金
の
協
定
の
締
結
や
水
準
向
上

に
取
り
組
ん
だ
ほ
か
、
派
遣
労
働
者
な
ど
の

非
正
規
労
働
者
を
受
け
入
れ
る
際
に
、
労
働

条
件
に
つ
い
て
協
議
す
る
場
所
の
設
定
を
求

め
た
。
そ
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
五
月
を
め

ど
に
取
り
ま
と
め
る
予
定
だ
。

〈
電
機
〉 

賃
金
体
系
維
持
と
一
時

金
四
カ
月
以
上
を
確
保

し
て
決
着

　

大
手
電
機
メ
ー
カ
ー
の
労
組
が
加
盟
す
る

電
機
連
合
は
、
厳
し
い
経
済
情
勢
を
踏
ま
え
、

｢

賃
金
水
準
の
改
善
（
引
き
上
げ
）
要
求
を

行
う
状
況
に
は
な
い
」
と
判
断
。「
生
活
の

安
定
と
組
合
員
の
モ
ラ
ー
ル
の
維
持
・
向
上

の
観
点
か
ら
、賃
金
体
系
の
維
持
を
は
か
る
」

と
し
、「
現
行
の
賃
金
水
準
の
維
持
・
確
保
を

至
上
命
題
と
す
る
」（
中
村
正
武
委
員
長
）
こ

と
を
統
一
要
求
に
掲
げ
た
。
な
お
、
定
昇
や

昇
格
昇
給
制
度
が
明
確
に
確
立
さ
れ
て
い
る

組
合
は
、
そ
の
制
度
の
完
全
実
施
を
求
め
て

き
た
。

　

昨
春
闘
の
後
、
電
機
大
手
の
一
部
な
ど
で

定
期
昇
給
の
凍
結
・
先
送
り
が
実
施
さ
れ
た

経
緯
も
あ
っ
た
た
め
、
こ
う
し
た
経
営
側
の

動
き
を
け
ん
制
す
る
姿
勢
を
強
く
打
ち
出
し

た
。
こ
れ
に
対
し
、
経
営
側
は
、「
今
年
度
の

業
績
見
通
し
は
、
回
復
基
調
に
あ
る
が
、
先

行
き
が
見
通
せ
な
い
現
状
で
は
、
賃
金
体
系

維
持
の
要
求
に
対
し
て
も
極
め
て
慎
重
に
対

応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」「
コ
ス
ト
競
争
力

を
つ
け
る
た
め
に
は
、
総
額
人
件
費
を
抑
制

す
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
こ
れ
以

上
の
コ
ス
ト
上
昇
に
つ
な
が
る
要
求
に
は
応

じ
ら
れ
な
い
」
な
ど
の
姿
勢
に
終
始
し
た
た

め
、
労
組
側
は
極
め
て
厳
し
い
交
渉
を
余
儀

な
く
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

交
渉
終
盤
に
な
っ
て
も
、
経
営
側
は
先
行

き
の
不
透
明
感
や
国
際
競
争
の
さ
ら
な
る
激

化
を
背
景
に
賃
金
抑
制
の
姿
勢
を
回
答
日
直

前
ま
で
崩
さ
な
か
っ
た
。
産
別
労
使
交
渉
の

場
で
も
「
定
期
昇
給
の
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い

て
は
、冷
静
に
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
」

な
ど
と
、
定
昇
制
度
そ
の
も
の
の
あ
り
方
や
、

そ
の
見
直
し
に
も
言
及
。
沖
電
気
工
業
（
Ｏ

Ｋ
Ｉ
）
で
は
経
営
側
が
定
昇
凍
結
の
協
議
を

提
案
す
る
な
ど
、
制
度
運
営
の
完
全
実
施
で

き
る
か
否
か
が
焦
点
に
な
っ
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
電
機
連
合
は

交
渉
最
終
盤
に
「
賃
金
体
系
の
維
持
（
現
行

個
別
賃
金
水
準
の
確
保
）」
と
「
制
度
運
営

の
完
全
実
施
」
を
闘
争
行
動
（
二
四
時
間
ス

ト
ラ
イ
キ
）
の
回
避
基
準
に
設
定
。
最
終
盤

の
交
渉
に
臨
み
、
そ
の
結
果
、
一
七
日
の
回

答
指
定
日
に
は
、
Ｏ
Ｋ
Ｉ
も
含
む
大
手
一
三

組
合
が
「
賃
金
体
系
の
維
持
」
の
回
答
を
受

け
て
決
着
し
た
。

　

一
時
金
は
業
績
回
復
を
反
映
し
、
交
渉
組

合
が
産
別
ミ
ニ
マ
ム
基
準
の
年
間
四
カ
月
に

相
応
す
る
水
準
を
ク
リ
ア
し
、
業
績
連
動
算

定
方
式
を
採
用
す
る
組
合
で
も
、
産
別
ミ
ニ

マ
ム
基
準
を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
を
確
認
し
て

決
着
し
た
。
交
渉
組
の
組
合
で
は
、
満
額
回

答
に
は
と
ど
か
な
か
っ
た
も
の
の
、
日
立
製

作
所
が
前
年
実
績
比
〇
・
三
五
カ
月
増
の
四
・

五
五
カ
月
、
シ
ャ
ー
プ
が
同
〇
・
四
カ
月
増

の
四
・
五
カ
月
、
富
士
電
機
も
同
〇
・
一
カ

月
増
の
四
・
一
カ
月
と
な
る
な
ど
前
年
実
績

を
上
回
る
回
答
が
示
さ
れ
た
。
電
機
連
合
が

目
標
に
掲
げ
る
五
カ
月
を
上
回
っ
た
の
は
三

菱
電
機
の
五
・
〇
二
カ
月
（
前
年
実
績
五
・

〇
六
カ
月
）
だ
け
だ
っ
た
が
、
産
別
ミ
ニ
マ

ム
の
「
年
間
四
・
〇
カ
月
」
に
つ
い
て
は
、

業
績
連
動
算
定
方
式
の
組
合
も
含
め
て
、
一

三
組
合
全
て
で
確
保
で
き
る
見
通
し
が
つ
い

た
。

　

ま
た
、
ス
ト
回
避
基
準
に
は
含
め
な
か
っ

た
も
の
の
、
組
合
側
が
最
後
ま
で
こ
だ
わ
っ

た
一
八
歳
見
合
い
の
産
業
別
最
低
賃
金
に
つ

い
て
は
、
現
行
水
準
か
ら
一
〇
〇
〇
円
の
引

き
上
げ
要
求
に
対
し
、
二
年
連
続
と
な
る
五

〇
〇
円
の
引
き
上
げ
回
答
を
受
け
て
一
五
万

三
〇
〇
〇
円
に
改
定
さ
れ
た
。
こ
の
ほ
か
、

労
働
災
害
・
通
勤
途
上
災
害
補
償
に
対
す
る

企
業
付
加
分
（
遺
族
補
償
）
に
つ
い
て
も
、

①
労
災
付
加
補
償
は
従
来
水
準
か
ら
二
〇
〇

万
円
増
の
三
四
〇
〇
万
円
②
通
災
付
加
補
償

は
一
〇
〇
万
円
増
の
一
七
〇
〇
万
円―

―

な

ど
の
回
答
を
得
た
。

〈
鉄
鋼
〉 

六
〇
歳
以
降
の
雇
用
延

長
で
検
討
委
設
置
へ

　

鉄
鋼
や
造
船
重
機
、
非
鉄
金
属
の
組
合
で

構
成
す
る
基
幹
労
連
も
、
今
春
闘
は
、
物
価

動
向
や
経
済
情
勢
の
見
通
し
な
ど
の
取
り
巻

く
環
境
か
ら
「
産
別
が
一
体
と
な
っ
て
賃
金

改
善
を
求
め
る
こ
と
は
困
難
だ
」
と
判
断
。

賃
金
に
つ
い
て
は
定
期
昇
給
の
実
施
を
求
め

る
こ
と
と
し
、
①
年
間
一
時
金
の
「
四
カ
月

分
程
度
」
の
確
保
②
六
〇
歳
以
降
の
雇
用
確

保
の
た
め
の
協
議
の
場
の
設
置―

―

な
ど
を

柱
に
要
求
を
組
み
立
て
た
。
基
幹
労
連
の
春

闘
は
、
二
年
サ
イ
ク
ル
で
統
一
要
求
を
掲
げ

て
い
る
。

　

鉄
鋼
総
合
の
年
間
一
時
金
は
、
要
求
段
階

か
ら
の
業
績
悪
化
を
踏
ま
え
て
、
抑
制
傾
向

に
あ
っ
た
。
総
合
五
社
で
唯
一
、
要
求
方
式

を
採
っ
て
い
る
住
友
金
属
が
昨
年
の
獲
得
実

績
を
二
三
万
円
下
回
る
一
七
五
万
円
を
要
求
。

神
戸
製
鋼
所
は
こ
れ
ま
で
業
績
連
動
方
式
を

と
っ
て
き
た
が
、
厳
し
い
経
営
実
態
を
踏
ま

え
、
要
求
す
る
方
式
に
切
り
替
え
、
基
幹
労

連
が
「
生
活
を
考
慮
し
た
要
素
」
と
し
て
ギ

リ
ギ
リ
の
ラ
イ
ン
と
す
る
年
間
一
二
〇
万
円

を
要
求
し
た
。

　

基
幹
労
連
の
集
約
に
よ
る
と
、
新
日
本
製

鉄
、
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
、
住
友
金
属
工
業
、
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神
戸
製
鋼
所
、
日
新
製
鋼
の
鉄
鋼
総
合
五
社

の
年
間
一
時
金
は
、
業
績
連
動
決
定
方
式
を

採
用
し
て
い
な
い
住
友
金
属
が
一
七
一
万
円

（
同
一
九
八
万
円
）
を
回
答
。
神
戸
製
鋼
所

は
一
〇
五
万
円
（
同
一
二
〇
万
円
）
で
妥
結

し
た
。
他
の
三
社
は
、
業
績
連
動
方
式
の
た

め
要
求
し
て
い
な
い
が
、
〇
九
年
度
の
業
績

確
定
後
に
決
定
す
る
と
こ
ろ
と
、
業
績
が
同

方
式
で
設
定
し
て
い
る
下
限
を
下
回
る
こ
と

に
よ
る
別
途
協
議
を
申
し
入
れ
て
い
る
と
こ

ろ
が
あ
る
と
い
う
。

　

一
方
、
厚
生
年
金
報
酬
比
例
部
分
の
支
給

開
始
年
齢
が
段
階
的
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
最

終
的
に
は
六
五
歳
ま
で
無
年
金
状
態
に
な
る

「
二
〇
一
三
年
問
題
」
へ
の
対
応
と
し
て
、

今
春
闘
要
求
の
柱
に
盛
り
こ
ん
だ
「
六
〇
歳

以
降
の
雇
用
確
保
」
に
つ
い
て
は
、
企
業
に

よ
っ
て
表
現
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
全
て
の

総
合
大
手
で
「
二
〇
一
三
年
度
以
降
の
年
金

支
給
開
始
年
齢
に
リ
ン
ク
し
た
安
定
雇
用
の

必
要
性
を
認
識
し
、
そ
の
実
現
に
向
け
た
制

度
の
労
使
検
討
の
場
を
設
置
す
る
」
こ
と
で

決
着
し
た
。

〈
内
需
型
な
ど
そ
の
他
の
主
要
産
業
の
結
果
〉

　

内
需
中
心
の
産
業
別
組
合
で
は
、
賃
金
改

善
や
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
を
要
求
に
盛
り
込
む
組

織
も
あ
っ
た
。
私
鉄
総
連
は
「
賃
上
げ
一
人

平
均
二
％
プ
ラ
ス
二
五
〇
〇
円
（
ベ
ア
）」

を
統
一
要
求
し
た
が
、
大
手
組
合
へ
の
回
答

は
定
昇
維
持
だ
け
で
、
ベ
ア
分
は
軒
並
み
ゼ

ロ
回
答
。
紙
パ
連
合
も
「
賃
金
カ
ー
ブ
維
持

分
プ
ラ
ス
生
活
改
善
分
一
〇
〇
〇
円
以
上
」

を
掲
げ
、
一
部
で
改
善
分
を
獲
得
し
た
も
の

の
、
多
く
は
カ
ー
ブ
維
持
分
で
収
束
し
た
。

　

電
力
大
手
の
賃
上
げ
交
渉
は
、
組
合
が
ベ

ア
要
求
を
見
送
っ
た
た
め
、
一
時
金
が
焦
点

と
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
東
電
で
は
昨
年
実

績
を
七
万
円
上
回
る
年
間
一
六
八
万
円
で
決

着
。
関
西
電
力
（
七
〇
〇
〇
円
増
）、
中
部

電
力
（
一
万
二
〇
〇
〇
円
増
）
も
業
績
回
復

を
受
け
、
昨
年
実
績
を
上
回
っ
た
。

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
が

一
八
五
万
五
〇
〇
〇
円
、
持
ち
株
会
社
の
Ｎ

Ｔ
Ｔ
や
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
西
を
は
じ
め
五
社
が
一
三

二
万
二
〇
〇
〇
円
な
ど
、
七
社
が
前
年
の
妥

結
実
績
と
同
水
準
を
確
保
し
た
も
の
の
、
業

績
が
悪
化
し
た
Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
は
、
前
年
実

績
を
八
万
九
〇
〇
〇
円
下
回
る
一
七
四
万
五

〇
〇
〇
円
で
妥
結
し
た
（
四
〇
歳
の
特
定
資

格
モ
デ
ル
）。

三
〇
〇
人
未
満
の
平
均
賃
上
げ
四

〇
六
〇
円̶

連
合
の
中
小
共
闘

　

中
小
企
業
で
の
交
渉
は
、
こ
れ
か
ら
本
格

化
す
る
が
、
連
合
が
三
月
三
〇
日
現
在
で
ま

と
め
た
従
業
員
三
〇
〇
人
未
満
の
中
小
労
組

四
四
一
組
合
の
単
純
平
均（
定
期
昇
給
含
む
）

は
妥
結
額
で
四
〇
六
〇
円
（
一
・
五
七
％
）

と
な
っ
て
い
る
。
昨
年
の
同
一
組
合
と
の
比

較
は
、
額
で
九
〇
円
、
率
で
〇
・
〇
五
ポ
イ

ン
ト
増
だ
っ
た
。

　

こ
れ
は
、
同
二
九
日
ま
で
に
報
告
の
あ
っ

た
連
合
の
中
小
共
闘
に
参
加
す
る
一
八
産
別

四
四
一
組
合
の
妥
結
結
果
を
ま
と
め
た
も
の
。

昨
年
同
時
期
の
同
一
組
合
と
の
比
較
で
プ
ラ

ス
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
妥
結
し
た
組
合

の
う
ち
、
同
共
闘
が
「
賃
金
カ
ー
ブ
確
保
相

当
分
」
に
設
定
す
る
四
五
〇
〇
円
以
上
を
確

保
し
た
の
は
三
六
・
七
％
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
。
こ
の
割
合
は
昨
年
同
時
期（
四
五
・
八
％

が
確
保
）
よ
り
九
・
一
ポ
イ
ン
ト
下
回
り
、

今
後
、
本
格
化
す
る
交
渉
も
厳
し
い
展
開
が

予
想
さ
れ
る
。

　

こ
の
結
果
を
受
け
て
中
小
共
闘
は
同
三
一

日
に
、
こ
れ
か
ら
解
決
を
図
る
組
合
に
対
し
、

賃
金
カ
ー
ブ
の
算
定
が
可
能
な
組
合
は
定
期

昇
給
分
、
算
定
が
困
難
な
組
合
は
四
五
〇
〇

円
以
上
を
確
保
し
た
う
え
で
、
賃
金
改
善
分

の
獲
得
を
め
ざ
す
「
妥
結
ミ
ニ
マ
ム
基
準
」

を
設
定
し
た
。

　

一
方
、
金
属
労
協
は
〇
七
春
闘
か
ら
、
加

盟
す
る
中
堅
・
中
小
組
合
を
事
前
に
登
録
さ

せ
、
回
答
結
果
を
企
業
名
と
合
わ
せ
て
開
示

し
て
い
る
。
今
春
闘
で
は
、
一
五
五
組
合
が

エ
ン
ト
リ
ー
し
、
四
六
組
合
が
定
昇
相
当
分

以
外
の
賃
金
改
善
を
要
求
し
た
。
そ
の
結
果
、

同
二
五
日
ま
で
に
回
答
を
得
た
一
一
一
組
合

す
べ
て
で
定
期
昇
給
な
ど
の
賃
金
構
造
維
持

分
を
確
保
。
う
ち
、
賃
金
改
善
を
獲
得
し
た

組
合
が
八
組
合
あ
っ
た
。
定
期
昇
給
と
賃
金

改
善
を
合
わ
せ
た
回
答
額
は
、
実
額
が
把
握

で
き
る
五
二
組
合
で
平
均
五
二
二
六
円
。
前

年
実
績
と
の
比
較
が
可
能
な
三
八
組
合
で
は
、

昨
年
を
一
六
二
円
上
回
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
年
間
一
時
金
も
増
額
基
調
と
な
っ

て
い
る
。
業
績
連
動
方
式
を
採
用
す
る
企
業

を
除
く
八
六
社
の
組
合
が
回
答
を
得
て
お
り
、

五
七
組
合
が
前
年
の
水
準
を
上
回
り
、
単
純

平
均
で
四
・
二
五
カ
月
。
こ
れ
を
昨
年
と
比

較
で
き
る
同
一
組
合
で
み
る
と
平
均
四
・
二

四
カ
月
と
な
り
、
前
年
実
績
よ
り
〇
・
二
四

カ
月
上
回
っ
て
い
る
。

パ
ー
ト
労
働
者
の
賃
上
げ
は
約
一一

円―
―

連
合
・
パ
ー
ト
共
闘
会
議

　

五
年
目
の
取
り
組
み
と
な
る
パ
ー
ト
共
闘

会
議
も
三
一
日
に
「
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者

等
の
待
遇
改
善
・
組
織
化
調
査
結
果
」
を
公

表
し
た
。
今
春
闘
で
何
ら
か
の
形
で
パ
ー
ト

労
働
者
等
の
待
遇
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
る

組
合
は
、
同
日
時
点
で
二
四
二
〇
組
合
に
の

ぼ
り
、
前
年
同
期
（
二
一
〇
二
組
合
）
よ
り

三
一
八
組
合
増
え
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
時

間
給
引
き
上
げ
を
要
求
し
た
組
合
は
前
年
同

期
よ
り
五
三
組
合
少
な
い
二
九
八
組
合
で
、

二
九
日
ま
で
に
一
三
六
組
合
が
解
決
。
要
求

の
平
均
は
時
給
二
六
・
八
二
円
で
、
こ
れ
に

対
す
る
回
答
は
平
均
一
〇
・
九
五
円
と
な
り
、

前
年
同
期
（
一
六
・
八
一
円
）
よ
り
五
・
八

六
円
低
く
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
今
春
闘
で
重
点
項
目
に
掲
げ
た
取

り
組
み
に
つ
い
て
は
、「
正
社
員
へ
の
転
換

ル
ー
ル
の
明
確
化
・
導
入
」
が
二
五
組
合
で

前
進
回
答
を
得
て
い
る（
六
五
組
合
が
要
求
）。

「
昇
給
ル
ー
ル
の
明
確
化
・
導
入
」
は
三
八

組
合（
同
五
四
二
組
合
）、「
一
時
金
の
支
給
」

五
五
組
合
（
同
五
七
三
組
合
）、「
時
間
外
割

増
率
（
正
社
員
と
同
様
の
割
増
率
）」
一
六

組
合
（
同
四
〇
二
組
合
）、「
通
勤
手
当
・
駐

車
料
金
（
正
社
員
と
支
給
基
準
を
同
等
）」

二
九
組
合
（
同
五
三
四
組
合
）、「
慶
弔
休
暇

（
正
社
員
と
同
様
の
付
与
基
準
）」
五
〇
組

合
（
同
四
六
三
組
合
）
で
そ
れ
ぞ
れ
改
善
を

果
た
し
て
い
る
と
い
う
。
し
か
し
、
中
小
と

同
じ
く
、
未
だ
回
答
を
得
て
い
な
い
組
合
が

多
く
、
全
体
的
な
動
向
に
つ
い
て
は
、
五
〜

六
月
の
動
向
を
見
て
改
め
て
取
り
ま
と
め
る

予
定
だ
。

　

こ
の
ほ
か
、
昨
年
八
月
以
降
に
パ
ー
ト
労

働
者
等
の
組
織
化
を
拡
大
し
た
の
は
六
七
組

合
で
、
そ
の
数
は
二
万
五
四
九
〇
人
。
昨
年

同
時
期
よ
り
約
一
万
人
少
な
い
。

　

な
お
、
民
営
化
後
、
日
本
最
大
の
単
組
と

な
っ
た
日
本
郵
政
（
Ｊ
Ｐ
）
労
組
は
、
正
社

員
の
賃
金
改
善
は
見
送
る
一
方
、
職
場
で
ほ

ぼ
半
数
を
占
め
る
に
至
っ
た
非
正
規
雇
用
の

処
遇
改
善
に
要
求
の
力
点
を
置
き
、
①
月
給

制
契
約
社
員
の
基
本
月
額
一
万
円
円
増
②
時

給
制
契
約
社
員
の
時
給
単
価
三
〇
円
増
③
正

社
員
比
率
の
引
き
上
げ
④
期
間
雇
用
社
員
の
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訓
練
・
研
修
の
充
実―

―

な
ど
を
求
め
た
。

交
渉
の
結
果
、
月
給
制
契
約
社
員
の
基
本
月

額
二
〇
〇
〇
円
引
き
上
げ
を
獲
得
。
時
給
制

契
約
社
員
の
時
間
給
に
つ
い
て
は
年
間
を
通

じ
た
交
渉
の
扱
い
と
な
っ
た
も
の
の
、
郵
便

事
業
会
社
で
は
、
月
給
制
契
約
社
員
か
ら
正

社
員
登
用
二
〇
〇
〇
人
、
時
給
制
契
約
社
員

か
ら
月
給
制
登
用
二
〇
〇
〇
人
の
回
答
を
受

け
妥
結
し
た
。

今
春
闘
で
始
ま
っ
た
新
た
な
試
み

〈
労
働
条
件
改
善
と
制
度
・
政
策
要
求
を
車

の
両
輪
で
〉

　

政
権
交
代
を
テ
コ
に
、
連
合
は
今
季
交
渉

を
労
働
条
件
改
善
と
あ
わ
せ
て
、
制
度
・
政

策
要
求
の
実
現
を
、「
車
の
両
輪
」
で
取
り
込

む
と
位
置
づ
け
た
。
具
体
的
な
要
求
項
目
の

柱
と
し
て
は
、
景
気
・
消
費
回
復
に
資
す
る

総
合
経
済
対
策
、
雇
用
安
定
関
係
、
雇
用
保

険
法
や
労
働
者
派
遣
法
の
改
正
、
最
低
賃
金

引
き
上
げ
等
々
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
中
で
、
一
月
の
中
央
執
行
委
員
会
で

確
認
し
た
、
春
闘
期
に
よ
り
重
点
を
置
く
項

目
と
し
て
は
、「
労
働
者
保
護
の
視
点
で
の
労

働
者
派
遣
法
の
改
正
」「
雇
用
保
険
制
度
の
非

正
規
労
働
者
へ
の
適
用
拡
大
」「
第
二
の
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
・
就
労
と
生
活
支
援
給
付
制

度
の
恒
久
化
」
に
絞
り
込
ん
だ
。

　

こ
の
う
ち
、
改
正
雇
用
保
険
法
は
三
月
三

一
日
の
参
議
院
本
会
議
で
可
決
、
成
立
し
た
。

主
な
内
容
は
、
①
雇
用
保
険
の
適
用
範
囲
を

三
一
日
以
上
雇
用
見
込
み
の
者
に
拡
大
（
週

所
定
労
働
時
間
の
要
件
は
旧
法
と
同
じ
二
〇

時
間
以
上
）
②
事
業
主
の
責
に
よ
り
雇
用
保

険
に
未
加
入
と
さ
れ
た
者
に
対
す
る
二
年
を

超
え
た
遡
及
適
用
③
失
業
等
給
付
の
積
立
金

か
ら
雇
用
安
定
資
金
に
借
り
入
れ
る
仕
組
み

の
暫
定
的
措
置―

―

な
ど
。
労
働
者
派
遣
法

の
改
正
案
に
つ
い
て
も
、
三
月
一
九
日
に
閣

議
決
定
さ
れ
た
。
主
な
改
正
内
容
は
①
登
録

型
派
遣
は
専
門
二
六
業
務
な
ど
を
除
き
原
則

禁
止
②
製
造
業
務
派
遣
は
常
用
型
に
限
っ
て

認
め
る
③
二
カ
月
以
内
の
期
間
を
定
め
る
日

雇
い
派
遣
の
原
則
禁
止
な
ど
だ
っ
た
が
、
厚

生
労
働
省
案
に
盛
り
込
ま
れ
た
事
前
面
接
等

（
期
間
を
定
め
な
い
で
雇
用
さ
れ
る
労
働
者

に
係
る
特
定
を
目
的
と
す
る
行
為
）
の
項
目

は
削
除
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
新
た
な
雇
用
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
と
し
て
、
雇
用
保
険
を
受
給
で
き
な
い
人

を
対
象
に
、
職
業
訓
練
と
「
訓
練･

生
活
支

援
給
付
」
を
盛
り
込
ん
だ
『
求
職
者
支
援
制

度
』
の
創
設
に
向
け
た
議
論
は
、
厚
生
労
働

省
の
労
働
政
策
審
議
会
で
ス
タ
ー
ト
し
、
二

〇
一
一
年
度
の
制
度
化
に
向
け
て
、
動
き
が

始
ま
っ
て
い
る
。

〈
共
闘
連
絡
会
議
が
六
二
銘
柄
を
公
表―

―

格
差
是
正
に
活
用
〉

　

連
合
が
〇
九
春
闘
か
ら
産
業
部
門
ご
と
に

設
定
し
た
五
つ
の
共
闘
連
絡
会
議
で
は
、
集

中
回
答
日
に
先
立
ち
、
三
月
上
旬
ま
で
に
、

参
加
す
る
産
別
が
持
ち
寄
っ
た
職
種
別
代
表

銘
柄
の
賃
金
デ
ー
タ
と
、
登
録
し
て
い
る
中

核
組
合
に
お
け
る
カ
ー
ブ
維
持
原
資
な
ら
び

に
水
準
（
〇
九
年
春
季
生
活
闘
争
終
了
時
の

も
の
）
を
公
表
し
た（
注
）。
後
続
の
中
堅
・

中
小
労
組
や
非
正
規
労
働
者
の
賃
金
改
善
な

ど
の
交
渉
の
際
の
指
標
に
す
る
こ
と
が
狙
い
。

ま
た
、
中
核
組
合
を
中
心
に
賃
金
引
き
上
げ

結
果
な
ど
に
つ
い
て
開
示
す
る
こ
と
で
、
中

小
労
働
者
、
未
組
織
労
働
者
へ
と
相
場
の
波

及
を
は
か
っ
て
い
く
。

　

来
春
交
渉
以
降
は
、
こ
う
し
た
指
標
を
さ

ら
に
増
強
し
、
精
度
を
増
す
こ
と
で
、
産
業

ご
と
に
絶
対
額
に
よ
る
賃
金
決
定
へ
の
道
筋

を
つ
け
る
。
ま
た
、
中
小
と
大
手
の
規
模
間

格
差
、
さ
ら
に
正
規
・
非
正
規
間
の
均
等
処

遇
を
巡
る
比
較
指
標
と
し
て
も
活
用
す
る
考

え
だ
。

　

自
動
車
総
連
や
電
機
連
合
、
基
幹
労
連
な

ど
で
構
成
す
る
「
金
属
共
闘
連
絡
会
議
」
が

一
四
銘
柄
を
ま
と
め
た
の
を
は
じ
め
、「
化

学
・
食
品
・
製
造
等
」「「
流
通
・
サ
ー
ビ
ス
・

金
融
」「
イ
ン
フ
ラ
・
公
益
」「
交
通
・
運
輸
」

の
各
共
闘
会
議
が
、
代
表
職
種
の
年
齢
ポ
イ

ン
ト
な
ど
に
よ
る
基
本
給
を
中
心
と
し
た
賃

金
デ
ー
タ
を
公
表
し
て
い
る
。

　

金
属
共
闘
連
絡
会
議
は
、「
自
動
車
製
造
組

立
・
高
卒
三
五
歳
」（
一
〇
社
の
平
均
で
三
一

万
七
〇
〇
円
）
や
、「
電
機
メ
ー
カ
ー
開
発
・

設
計
職
基
幹
労
働
者
・
三
〇
歳
相
当
」（
中
闘

一
四
組
合
の
平
均
で
三
一
万
二
四
〇
〇
円
）

な
ど
一
四
銘
柄
の
デ
ー
タ
を
公
開
。
Ｊ
Ｅ
Ｃ

連
合
や
フ
ー
ド
連
合
な
ど
で
構
成
す
る
化

学
・
食
品
・
製
造
等
共
闘
連
絡
会
議
は
、「
石

油
・
三
〇
歳
技
術
職
」（
七
社
の
平
均
で
二
八

万
五
三
〇
〇
円
）、「
化
学
・
三
〇
歳
技
術
職
」

（
三
三
社
の
平
均
で
二
七
万
三
〇
〇
〇
円
）

な
ど
一
六
銘
柄
の
産
別
デ
ー
タ
を
オ
ー
プ
ン

に
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
Ｕ
Ｉ
ゼ
ン
セ
ン
同
盟

や
サ
ー
ビ
ス
流
通
連
合
、
自
治
労
な
ど
の
流

通
・
サ
ー
ビ
ス
・
金
融
共
闘
連
絡
会
議
（
一

二
銘
柄
）、
情
報
労
連
や
電
力
総
連
な
ど
で

つ
く
る
イ
ン
フ
ラ
・
公
益
共
闘
連
絡
会
議（
一

一
銘
柄
）、
運
輸
労
連
や
私
鉄
総
連
な
ど
の

交
通
・
運
輸
共
闘
連
絡
会
議
（
九
銘
柄
）
も

そ
れ
ぞ
れ
代
表
銘
柄
を
ま
と
め
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
今
回
の
銘
柄
の
公
表
の
仕
方
に

関
し
て
は
、
産
別
に
よ
っ
て
違
い
が
鮮
明
に

な
っ
て
も
い
る
。
賃
金
水
準
は
三
〇
歳
、
三

五
歳
の
個
別
ポ
イ
ン
ト
で
の
絶
対
水
準
以
外

に
、
平
均
賃
金
の
水
準
で
示
し
た
銘
柄
も
少

な
く
な
く
、
単
純
な
比
較
が
難
し
い
デ
ー
タ

も
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。

　

今
回
の
デ
ー
タ
の
開
示
に
つ
い
て
、
團
野

久
茂
副
事
務
局
長
は
、「
非
正
規
労
働
者
が
三

割
を
超
え
る
な
か
、
そ
の
賃
金
は
働
き
方
別

に
市
場
の
労
働
需
給
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
企
業
ご
と
の
交
渉
で
決
ま
っ
た
労

働
条
件
を
産
別
が
整
理
し
て
連
合
に
報
告
し
、

そ
れ
を
集
積
す
る
こ
と
で
、
連
合
が
日
本
型

の
働
き
方
別
の
賃
金
（
指
標
）
を
作
っ
て
い

く
こ
と
に
し
た
。
今
後
は
平
均
・
勤
続
と
い

う
形
で
は
な
く
、
あ
る
ポ
イ
ン
ト
で
の
絶
対

水
準
を
報
告
で
き
る
方
向
に
持
っ
て
い
き
た

い
。（
代
表
銘
柄
は
）
ゆ
く
ゆ
く
は
産
別
で

は
な
く
、
産
業
ご
と
に
賃
率
形
成
を
し
て
い

き
た
い
。
併
せ
て
、
所
定
労
働
時
間
の
把
握

も
行
い
、
そ
れ
を
割
り
戻
し
て
時
間
給
を
提

示
す
る
こ
と
で
非
正
規
労
働
者
と
の
格
差
是

正
に
向
け
た
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
と
し
て
い
き
た

い
」
な
ど
と
の
抱
負
を
語
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
銘
柄
別
の
個
別
ポ
イ
ン
ト
で
の

絶
対
額
の
公
表
が
、
さ
ら
に
広
が
り
定
着
し

て
い
け
ば
、
産
業
内
の
格
差
、
ま
た
、
規
模

間
・
雇
用
形
態
間
の
格
差
是
正
に
向
け
た
有

力
な
指
標
と
な
る
。
今
年
か
ら
連
合
の
掲
げ

た
働
く
も
の
す
べ
て
の
処
遇
改
善
に
つ
い
て
、

こ
う
し
た
情
報
開
示
と
目
指
す
べ
き
指
標
の

設
定
を
継
続
し
て
取
り
組
み
、
内
容
を
深
化

さ
せ
る
こ
と
で
、
大
き
な
意
味
を
持
つ
こ
と

に
な
る
だ
ろ
う
。 

（
調
査
・
解
析
部
）

（
注
）
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
中
核
組
合　

賃
金
カ
ー
ブ

維
持
分
・
賃
金
水
準http://w

w
w
.jtuc-rengo.or.jp/

rou
d
ou
/sh
u
ntou

/2
0
1
0
/sh
u
u
k
ei_h

ok
a/

chukaku_suijyun.pdf

及
び
代
表
銘
柄http://w

w
w
.

jtuc-rengo.or.jp/roudou/shuntou/2010/
shuukei_hoka/daihyo_m

eigara.pdf
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